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悲しくて花を見れば      花はともに悲しみ 

  うれしくて花を見れば     花はともによろこび 

  こころ荒れた日に花を見れば  花は静かに咲く 

校 長  佐 伯 浩 美 

 

今年も各地で豪雨による被害が報道されている。例年より早く入った梅雨は、まだ明けない。西臼杵

の山々は、大丈夫だろうか。激しい雨が、降るたびに心配になる。 

 

上記は、星野富弘さんの「あなたの手のひら」という著書の中の“つわぶき”という詩である。ご存

じの方もいるとは思うが、星野さんは中学校の体育の先生だった。先生になった２ヶ月後体操部の指導

中、鉄棒から落ちて重傷を負い、手足の自由を失ってしまった。９年にもおよぶ入院生活の間に、口に

くわえた筆で水墨画やペン画を描き始め、その絵に詩を添えるようになった。この詩には、１０月頃に

黄色いきれいな花を咲かせるつわぶきの花も一緒に描かれている。 

 

 今、情報化が急速に進んでいる。ネット社会が生活に定着し、便利な世の中になってきた。情報通信

を活用した教育がこれからさらに加速するだろう。３年特進クラスが英語の授業の中で活用する「スマ

ートレクチャーコレクション」は、県内でもトップの学びで英語力を高めている。生徒が英作文を海外

の大学生にメールで送り、大学生から添削された英作文が送り返えされてくる学びである。この授業を

T-LABO オープニングで実演した。「今までの受験のための英語から、これからは可能性を広げる英語」

という英語担当の福嶋先生の言葉には、説得力があった。他教科でも本校の充実した ICT 機器を使った

授業が展開されているが、さらに生徒の学力が向上する工夫した取り組みが期待される。 

 

一方、ネット絡みのトラブルも社会で多発している。ＳＮＳによる匿名での誹謗･中傷は、後を絶た

ないという。考えなしの言葉の書き込みが、人を傷つけ苦しめている。人と人とが直接顔を合わせない

ですむ社会になってきた。そのことが便利な反面、いろいろな問題を引き起こしている。 

優
やさ

しいという字は、人が憂
うれ

うと書く。友達が憂
うれ

い悲しんでいるとき、周りにいる人が声を掛けてくれ

たり、そっと寄り添ってくれると、気持ちが楽になる。それが優しさではないだろか。人に思いやりの

気持ちを持ち、心の優しい人に育って欲しい。心がすさんだり、自分を失いかけたときに、この詩のよ

うに道ばたに、咲く花に話し掛けてほしい。きっと気持ちが和らぎ、元気が出てくると思う。 
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